
外来治療可能

ボツリヌス毒素治療は、脳卒中の後遺症である痙縮（筋肉のつっぱり）に対する、安全で新しい治療法です。

痙縮とは、脳卒中によって手足の筋肉が過剰に緊張し、固くなってしまう状態です。この治療では、固くなった筋
肉に直接ボツリヌス毒素を注射することで、筋肉の緊張を和らげます。

確かな治療実績

これまでに 20,000 回以上の治療実績 

そのほとんどで機能改善が確認されています。この治療によって、これまで動かしにくかった手足の動きが改善
し、着替えや入浴などの日常生活動作が楽になるという効果が期待できます。

ご自身の症状についてご相談されたい場合は、
お気軽にお問い合わせください。 

安 全 で 新 し い 治 療 法

痙縮（けいしゅく）に対する
ボツリヌス毒素治療

rTMS治療との併用による相乗効果

当講座では、rTMS治療とボツリヌス毒素治療の両方を併用する患者さんも少なくありません。この2つの治
療を組み合わせることで、私たち医療スタッフが予想もしなかったような、劇的な機能回復が見られること
もあります。
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